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高松自動車道

⾼知〜⾼松⻄の平常時の
ルート

7/7 ⼟砂崩れに伴う
⽴川橋上部⼯（上り線）の流失
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⼤豊〜川之江東の通⾏⽌め
に伴う迂回ルート

高知自動車道の通行状況

高知自動車道早期の全面復旧及び暫定二車線区間の四車線化 道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会

：整備中区間

：未事業化区間
：主なＩＣ、 ：JCT

※暫定２車線含む

：⾼知道開通済区間（２⾞線）

：対⾯通⾏区間

：4⾞線化区間

：開通済区間（４⾞線）
E11 

【高知IC～須崎東IC】
暫定二車線区間の四車線化

◆高知自動車道の被災状況

◆対面通行による通行再開状況

四
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央

◆事前通行規制基準値

︻
通
常
時
︼

650mm

120mm

(連続)

︻
暫
定
時
︼

70mm

20mm

（時間）
(主な値)

135mm 30mm

※H30.7.13対⾯通⾏開始から8.20まで

※H30.8.20から

(平成30年8⽉2⽇撮影)

(平成30年8⽉2⽇撮影)
⾼知⽅⾯

下り線

上り線

⾼知⽅⾯

伊
野

土
佐

須
崎
東

⼤豊町⽴川付近

瀬⼾内⽅⾯

被災箇所

◆高知IC～高松西ICの所要時間

◆高知自動車道のお盆期間中の
滞発生回数

（約115Km)

約45Km増

●現状

・年間の救急出動件数約3200件のうち、４割が
⾼知市や⼟佐市への管外搬送

・管外搬送では、搬送時間の短縮はもとより、
傷病者や隊員の負担軽減や、救急⾞の空⽩
時間の削減のために⾼知⾃動⾞道を利⽤

■高知自動車道（暫定二車線区間）の利用者の声

地域の経済活動に不可⽋な、従来通りの円滑で安定的な⼈流と物流の確保【高知道】全面復旧

（約160Km)い
よ
小
松

(平成30年7⽉11⽇撮影)

南海トラフ地震発生時における
広域的な道路ネットワーク機能の確保

※H27道路交通センサスにて算出

約２時間２０分

約１時間２0分

約1時間増

⼤豊〜川之江東が通⾏⽌めになると
利⽤者への負担が著しく増加
平常時 ⼤豊IC〜川之江東JCT

通⾏⽌め時

※NEXCO⻄⽇本HP

H29 H30
0回

８回

（8.8〜8.19）（8.9〜8.20）

・１Kｍ以上の渋滞発⽣回数

⽴川橋の被災に係る
渋滞が発⽣
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高幡消防組合
消防本部

四⾞線化要望区間
⾼知IC〜須崎東IC

全⾯復旧要望区間
（⼤豊町⽴川地区）

傷病者や隊員の負担を軽減し、
より迅速な搬送の実現には、四車線化が必要

⾼知IC

伊野IC
国 道

33
ROUTE

⼟佐IC

国 道

56
ROUTE

県の総合防災拠点
県⽴春野総合運動公園

⾼知東部
⾃動⾞道

⾼知南IC

⾼知県庁

主な国道、県道
⻑期浸⽔

津波浸⽔

暫定⼆⾞線区間
四⾞線区間

四⾞線化されていた
場合の通⾏可能ルート

⾼知県物資配送計画
（⼟佐IC〜県⽴春野運動公園までのルート）

◆南海トラフ地震発生時の想定

⼀般国道等

・強い揺れによる法⾯崩壊 など
・津波による⻑期浸⽔ など

四⾞線化

●四車線化後

⾼ 知 道 ⾼知道・被災の影響が少ない⾞線を活⽤した
早期の通⾏再開

⇒重要度の⾼い防災拠点へのアクセスを確保
⇒広域的な道路ネットワークの⼨断回避

⾼知医療センターEMERGENCY

消防署

⾼知新港

（大豊町立川地区） （高知IC～須崎東IC）

基幹災害拠点病院

高 知 県 道 路 利 用 者 会 議

信頼性のより⾼い道路ネットワーク機能の確保【高知道】四車線化

【高知自動車道における南海トラフ地震発生時の想定】

法⾯崩壊

⻑期浸⽔

32

：開通済区間（２⾞線）

※NEXCO西日本管理区間

川
之
江
東

（南国IC〜川之江東JCT）

⼟佐市

いの町
⾼知市

⇒道路ネットワークが⻑期間⼨断

■とさでん交通（株） 担当者の声
従前どおりの安全性や定時性が高い公共交通としての
役割を果たすため、４車線化による早期の全面復旧が不可欠

・⾼知県と県外をつなぐ⾼速バスは、１⽇163便が運⾏し、その
９割以上が⾼知⾃動⾞道を利⽤

・当社では、安⼼・安全・快適な運⾏をモットーに⾼知市と10都市を
つなぐ49便を担当

道路利用者から見た高知自動車道の必要性

現

状

課

題

必
要
性

E56 

E55 

須崎港

・現在の⾼知⾃動⾞道は、対⾯通⾏であるがゆえ、反対⾞線への⾶び
出し事故やそれに伴う通⾏⽌めなどに運⾏中のバスが巻き込まれる
事を懸念

・以前に⽐べ少ない⾬量で通⾏⽌めとなるため、突発的な迂回や運休
に対応するため備えを⾼めている

2020年度
開通予定

例えば

県の総合防災拠点
への通⾏確保

基幹災害拠点病院
への通⾏確保

安全性や定時性が向上する暫定二車線区間の四車線化は
県西部への誘客拡大を図る上で重要

・⾼知新港へのクルーズ客船の寄港回数が近年増加し、昨年は10万⼈
以上が訪れている

・現在、ツアーの⾏き先の９割以上が⾼知市内に集中し、⼀度の寄港
で数千⼈運んでくる客船寄港の効果が拡⼤していない

・県⻄部の四万⼗川などへのツアーが僅かながら商品化されているが、
移動時間や定時性を考慮し、多くのツアーに取り⼊れる事が難しい
と聞いている

・出港時間を厳守しなければならない中で、お客様に楽しんで頂くこ
とが⼤変重要

・ツアーバスの安全性や定時性が格段に向上する暫定⼆⾞線の四⾞線
化と、2020年度に予定されている⾼知JCT〜⾼知南ICの開通が相ま
って、魅⼒ある県⻄部地域に多くの観光客が
訪れて頂けるようになると期待

現

状

課

題

必
要
性

■（公財）高知県観光コンベンション協会 担当者の声

・しかし、須崎市〜⾼知市の間は⼆⾞線であり、
事故や⼯事などにより通⾏⽌めとなった場合
には、迅速な救急搬送が困難

・ドクターヘリが⾶ばない時間や悪天候時に
おいても、より迅速に搬送し帰署するため
には、４⾞線化が必要だと⽇々感じている

現

状

課

題

必
要
性

⾼幡消防組合 消防本部の外観
⾼幡消防組合 消防本部
消防課⻑ 佐々⽊ 義⼈さん

【大豊町立川地区】
四車線による早期の全面復旧

・従前どおりの⾛⾏の安全性や運⾏の定時性が⾼い公共交通として、
お客様に利⽤して頂くためには、四⾞線による早期の全⾯復旧が
不可⽋

【高知IC～須崎東IC】
暫定二車線区間の四車線化

とさでん交通
⾃動⾞戦略部 ⾼速課⻑
⼤⿊ 崇さん

⾼知県
観光コンベンション協会
受⼊部 チーフ
⽯元 浩之進さん

◆高知県と県外をつなぐ高速バスの一日当たりの便数

⾼知⾃動⾞道
を利⽤

⾼知⾃動⾞道
の利⽤無し

約93％（約91万⼈/年）
が⾼知⾃動⾞道を利⽤

※⾼知県交通運輸政策課提供
データ

※便数はH30.4時点、
乗客数はH28年度データ

11便/⽇

152便/⽇
クァンタム・オブ・ザ・シーズ

(H30.6.7寄港）


